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A Food Poisoning Incident of a Family Caused by Clostridium welchii Hobbs' type 6. Kaoru

HAYASHI, Pathological Department, Research Institute of Endemics, Nagasaki University

(Director: Prof. N. TOKURA), Yoshifumi KUGITA and Morio TAWARA,Nagasaki City Health

Center (Head: Dr. med, S. ORI), and Hiroshi YAMAGATA,Yamaguchi Prefectural Institute

of Health (Director: Dr. med. S. YOSHINO),

食｢Fl右原因甫としての　Clostridium welchiiには,

独逸の　ZEISSLER　等〔1949〕によって指摘された

Clo∫trictium welchii七ype Fと,英国のHoBBS等〔1953〕

の研究による一群の熟抵抗性A型変異株〔Hobbs型

菌〕とが区別されるが,我国では現在まで前者によ

る食巾市fl伊Tlほ経験されず,山県〔1956, 1959〕が

C[o∫indium welchii Hobbs'type 6による11例を初めて

報告し,次いで,検戸T[商の坦別は明らかでないが,育

山等〔1960〕の6例の相告があるだけであったが,著

者等〔1961〕も1960年7月長崎市内及び市外に発生し

た309名に及ぶ珪･-1食中市部例に　Clo∫tridium welchii

吏王oDDS'type 2を検戸Jtし　我が国における　welchii

常による食中-為=]岬1jの節3の報告を行なった｡その後,

たまたま,既報〔1961〕の集団食中毒∃∃:例の発生から2

ケ月後, 1960年9月1 ｢1再び長崎市内に於いて一家族

4要【の食TFl前例T{r遭遇し,患者の下嫡僅から一様に

Cto∫tridium welchii Hobbs'七ype　を分離したので,

その検査硯績について追加報告する｡

患者発生状況とその臨床症状:長l崎市内西古川町居

住の朝日≡l某一家5帯.中4#,{3, 1960年9月1日夕食後,

幅吐,腹精を主症状とし,下荊,脱力感を伴なう食中

毒様症状を来たし,近隣の医師の加療を求め,翌2日

早朝同医師から長崎市中央保健所へ届出があった｡患

者4名の潜伏時間は3乃至4時間であって,その臨床

症状は第1表に示す通りであるが,就中,第1例は特

に重症で,唱吐10回,下痢8回を来たし,脱力感が著

明であって,便は茶褐色水様で粘液物を多量に混じ,

精液異に似た一群の刺蛾臭があったが,それは第3例

及び節4例の泥状の便に於いても同様であった｡節3

例は曜吐1回,下痢2桓1だけであったが,悪感を伴な

い, 3乱5oCの熱が約2口持続し,著しい脱力感を訴

えた｡

第4例は,下荊は2回に止どまったが,堰吐は6回

に及び,脱力感が強かった｡第2例は,比較的軽症で,

唱吐3回,やや撤しい腹痛を訴えたが,下荊を認めず,

恢役も早かった｡家族中1人だけは後述のように原因

食と推定されたあげかまぼこの生食をしなかったため

か,何等の障害も認められなかった｡患者等の吐物は

食中毒発生当夜中にほとんど棄てられていて,第1例

のものだけが一部残存し,それば淡黄色の胃液様吐物

の中に僅かに食魔を混じて特に異臭を感じないもので

あったが,それも細菌学的検査に供した｡
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献立を調査したところ,朝食時の副食は味噌れ　潰軌

昆布封こ｣~で戸0 > ^-:金持にはノし'j^'lj:-1芹有礼　百折E, >�"�"'に付

パンであって,特に食中毒原因食として把摘Ill来るも

のは見当たらなかったが,夕食の副食献立のうち,あ

げか割富己は家族中1名を除く患者4名が共迎に吐食

してし/lることが注目され,患家にはなおあげか割まこ

2片が残存していたので,これを検査のため持ち帰っ

たが,これには終刊にぎ壬袋はなかった.

細　菌　学　的　検　査

原因菌eD検索: -一価,細了卦旺食中毒を疑い, JE潤菌

を分離するために,普地盤大培地及びこれに3%の割

･i′†に企蛇与　戸　もの, SS^xtfc山　上�"-iiM'fJi山j :¥て;うC

Co地ey培地　5%企垢加PRR耳S培地〔phenolred-

mannito山salt-medium〕,血液寒天培地,肝片加丁肝

臓ブイヨン　Zeissler　培地等を使用した｡検体は第

1例M及び第4例旺の下獅使,第1例Mの吐物及び残

存企〔あげかまぼ己2汁〕であって,その検査成貼は
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赤拭乱　サルモネラ菌は検=されず:il老M6D小物及

び残存食に少数の葡萄球菌の妹乱　吐物に少数の井桁

血性過払球菌の袋港を散見し,患者M及びKの卜純低

からはSS寒天培地及び遠藤キ7-地上に硫化水sfe非i'M^L

の赤変歯の集落を認めたが,すべての検体にj山)･止に牧

山されたものはなかった｡また,好気J肘¥r-韮と拙行し

て,嫌気性培養を次のように行なったo下机イji及び吐

物の1.Om/並びに細挫したあげか富ぽこ約i･Ogを

それぞれ15m/のブイヨンに混じ, 100-C/1相川加

熱した後,その1･Omlを肝片加ブイヨンに移帖し,流

動パラフィンを茄屈して37-Cに士た韮した｡ *｣恭18帖

‡上山]後, M及びKの下蜘使からほ旺盛なガス光/上を認め

たが,吐物及び残存食〔劉プかまぼこ〕の土,v-韮'TJtDガ

ス発生ほ弓Ejカ1ったo　これらのすべてにClo∫indium枝の

梓菌を認めた｡.･r之.1新M及びKの下掛値から分排した

昧をN7及びN8,吐物からのもOjをN9, Stff一食から

のものをN10と称する｡これらの分即抹をZcissler

培地に移植し,妹落を進んで肝片加肝臓ブイヨンに再

甘a鮎選管慧　　　　　　　　Examination of test meterials

七es七　materials

mucotユs excrement of

mucous excrement of

vomitus o壬　M｡

且eft-over food

矧｢ヨ

拡,戸

Il

Salmonella

Shigella
coli-
｡rga謡吉器strepto
c｡r.r.n--anaerobic
coccuscoccusiorganism

｣-

｣

,F

｣

+-

i≡

｣

十

十

-4-++

4-　4- -I-

+　　　　　　　　⊥

+

択emarks :瓦n liver一旦Iver加oth culture of anaerobic organism七he sign　+一山+

means marked gas formation and　十　not so marked.



Clostridiwn welchii Hobbs'type 6による一家族の食中毒事例

培養し,既報〔1961〕の長崎市内及び市外における某

日1食中:為｣ '井例から分離したClostridium welchii Hobbs'

吋pe 2　の9株と共に同時に継代保存したが,そのう

ち,ガス発生の弱いⅣ 9及びNIOほ既報の残存食から

分離した2株と共に緋代保存の不手際のため血清学的

同定を行なわないうちに失ったので,殊りのN7及び

N8の2株について詳細に検査した･成績は罪3真

に一打して示した｡分離菌はいずれもgram陽性の

中等大の梓菌であって,肝]1-加ブイヨンの陳旧培養に

於いて,芽胞はよく認められたが,剤莫ほ認められな

かった｡ Zeissler培地上ではS型集落を形成し,これ

甘温もIe 3 Biochemical reactions of isolated strains
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を肝片加ブイヨン培地に移植すると,旺盛なガス発生

を認め-　cooked mea七brothでも強くガスを発生す

る･牛乳培地では強い醸酵ガス発生及び凝固を来たし,

gelatinを液化し, H2Sを産生し,卵黄反応ほ陽性

であった･ Voges-Proskauer反応陰岨me七血ylred

反応陽性で,凝･血清及び凝固卵白を消化しない･肝

片加ブイヨン培養液0.25m/をモルモットの大腿部筋

肉及びマウス腹腔内に接種すると,前者の場合はⅣ7

及びN8　の両面とも接種局所に発赤腫脹を認めたが,

蹟癌にまでほ至らず･死亡もしなかったが,後者の場

合ほ接種後3乃至5日ですべて弊死した�Vﾆﾆ觚)Gﾀ

地に37-C/4日間培養し,充分芽胞形成を侯って,

これを100-Cに加熱し,その0.5m/を肝片加ブイヨ

ンに移植し･芽胞の熟抵抗性試験を試みたところ,

N7株及びN8株の両菌とも100-C/2時間の加熱によく

耐えて生存した.糖分解試験では　glucose, lactose.

maltose, sucrose, starch, galactose, raffinose,

xylose, inul虹　sa且icin, trehalose　は1日で分

解され,醜とガス発生が認められたが, mannitol,

glycerol, dulcitolは分解されなかった･

血措学的診断は常法に従って次のように行なった･

N7及びN8の両株をZeissler培地に塗抹し, 24時間

培養した後･菌苔をかきとり, lOmg/ml菌浮遊液と

し･既知のClostridium welchii Hobbs'type lから11ま

での類属反応を来たさない適当稀釈の抗血清を用いて

スライド凝集反応を行なった･反応抗原は0･5%ホル

マリン加生理食塩水菌液と100-C/1時間加熟菌液と

を用いた｡第4表に成績を示したが, N7株及びN8株

の非加熱菌及び加熱菌はいずれもHobbs'七ype 6血

清に著明に凝集し,既報のHobbs'type2に見られた

ような非加熱菌による難凝集性は認められなかった.

Table　4
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考　察　並　び　に　要　約

中村等(1951, 1954)が北海道各地で　Clostridium

botulinum type Eによる生魚の飯ずしの食中毒を確認



90 林　　　薫p釘田　芳文白田原　守夫②山県　　宏

したのに始まり,斉膜等(1954〕,藤沢等(1956)紘

秋田県下で,児玉(1956)は青森県下で,それぞれ

各種の飯ずしによる同様の食中毒例を報告し,以来

botulismは我国における食占ヨl衛'�"I:及び吐学r･におけ

る重要な問題として虻の注目を引くに至った呑もっと

ち,これらの報告とは別に一般のClostridiumの自然

界特に土壌内分布の調査が行われているが,その*,

九州及び山山帖土地方における調査ほ若松(1953)及び

納富(1957〕が九州に於いてClostridiumbotulinum

typeAを桧山し,山児(1961〕ほ山上JL山.=i下に於いて

坤peEを検I'Ⅰ1[したが,同地方にほ幸いにも未だ

botulismは経験されていないo故山l三Ⅰに於ける

Clostridivmによる食中毒田｣匙亘は,上記Ujように,

botulismの吐態学的調査研究が主体であって,

Clostridiumwelchiiによるそれは最近まで桁/しど江E]さ

れていなかったo

Clostridiumwelchiiによる食中二'jfri,KNOXANDMAG

DoNALD(1943)が英匡=こ於いて初めて記｣悦しMAC

CLUNG〔1945)も米SIで同様のTi-瑞を報告したが,

HoBBS等(1953)ほ韮山1引こおける食小二毒の諸捌から

分離したClo∫tridiumwelchiiはA坦の熟抵抗性変iE上,i

菌であるとし,これらの-｢肝の歯を血描学mこI1三坦

別しMAGLEOD〔1954〕CoLLEE〔1954〕及び

BECK(1954)も英日引こおける同歯による食中11----cy-を沌

告している｡一方,Z田SSLER等(1949)及びOAKLEY

〔1949〕ほ,所謂壊虹J山生]｣易炎〔enterI七isnecroticans〕

から従来のClostridiumwelchiiの各型歯と光なる歯を

分離しClostridiumwelchiitypeFと命名しHANSEN

(1949〕及びHA王N(1949)ほ淋菌によって起こる中

-M
-11]:症状ほ山_血性腸炎をこし要症状とすることを拙告し,
金｢山Jntt起因菌としての木菌の意義が確認された｡

我国でほ,境近,山出(1956)が山口県下で46^,中

11奈lのClostridiumwelchiiHobbs'type6による食中

^引例を初めて報告し,その後,古山等(1960)も軸

木児佐野市に発吐した6宕lの食中｣例がClostridium

welchii(坦別不詳〕によることを:I,軸したB若者等

(1961)ち,我国における節三の一号--R告として,Mill古市
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族5名中4名の食中‡帥rjに遭遇し,原因食としてあげ
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たので,今inの食中二丘発吐の原因食とは鮒刻係であっ

た①

今IIllの三井件に於しI-Eほ,上述OjようにChstridium

welchiiHobbs'type6を分離したのであるが,比措

血清の分離菌に対する凝鵠]i応も行なわなかったし,

また,著者等が従来行なって米た人工汚染卦娩〔i960〕

も実施していないOjで,それをJ方掴歯と決定するため

には榊前の点が多いという憾みはないではないゃしか
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を容跡こ指摘ai米たこと,並びにHobbs型歯は牌}i之

人糞便から検山上r.生れることば殆ど柿であること等のm

由から分離菌Clo∫IndiumwelchiiHobbs'type6を

原田菌と考えてよいと.出うClostridiumwelchiiによ

る食り11-山-t--JJ--は,我匝舵於し1ては,これがS山]-1上1の帖告であ
るが,そのうち,同一地区に於いてIp,山發t如こよる2

4咽が続発したということば,食rら占術吐上並びに比学

的に重大な｢臼]題を含んでいると]iしわれるが,それにつ

いては後口の機会に論述することがあるであろう①
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Summary

It is well-known that some of food poisonings have been ascribed to heat resistant type

A of Clostridium welchii pointed out by HOBBSet al. (1953)(Hobbs' type), and to type F of

the same species cleared up by ZEISSLERet al. (1949)(Zeissler's type). In Japan, however,

there are only three reports concerning food poisoning due to Clostridium welchii, up to date:

the first incident with 11 cases by Hobbs' type 6 (YAMAGATA1956), the second incident

with 6 cases by an unknown type (AOYAMAet al. 1960), and the third incident with 309

cases caused by Clostridium welchii Hobbs' type 2 (HAYASHI et al. 1961).
About two months after the affair described in the previous paper by the present

authors (1961), an incident of food poisoning with 4 cases in a certain family in Nagasaki



92　　　　　　　　　　　林　　　薫¢釘田　芳文中田原　守夫中山県　　宏

 city again at 1st September 1960 accidentally broke up, and its cause was demonstrated to

 have been attributed to fried fish paste, agekamaboko. The patients had acute poisonous

 symptoms such as vomiting, colic and diarrhea, but there was no bloody excrement in the

 feces, and no convulsion or deliquium was observed. By means of the anaerobic cultivation

 of test materials, two samples of mucous excrement, one sample of vomitus and two pieces

 of left-over food, four strains of a heat-resistant, gram-positive, spore-forming and non-motile

 bacillus could be isolated. On account of trouble, two of these strains died out on the way to

 the exact examination, but two remaining strains were biologically and serologically identified

as Clostridium welchii Hobbs' type 6. It was worthy of notice that outbreaks of food
 poisonings caused by the same causative food, and the same organism, heat-resistant type

 A of Clostridium welchii, successively occurred in the same district. It presents a problem

 which is not to be lightly disregarded for the food hygiene in this country.

                                     (HAYASHI, K.)
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